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究し，在庫システムを第 1 部，人・機械システムを第 2 部としている。
第 l 部第 l 章では，生産・在庫問題の意義と研究の目的を述べている。
第 2 章では，基準在庫量および安全余裕を定義し，第 3 章では，基準在庫量の設定に必要な需要量の
分布が正規分布またはポアソン分布i乙従う乙とを確認している。
第 4 章では，将来の予測需要量iζ対する基準在庫量の精度の向上を計るため，従来は需要量の平均値
言と標準偏差8x の聞の関数関係は明らかにされていなかったが，本論文では. 8x の最尤推定値とし
て，製品群ごとに
8x =a x + bffの関係があることを見出している。






































(2) 人・機械システム問題では，①糸切れ乃理時間がフエイズ 2 のアーラン分布に従うために，待ち行
ダIJ理論による計算結示は指数沿布の場合とほとんど変らず，指数分布で求めても実用的には差しっか
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えない乙とを明らかにしている。②待ち行列理論やシミュレーションでは，工場現場の総ての条件を
入れて織機の要素別停台時間や作業員の 1 巡回時間などを求めることが幽難であるため，確定的モデ
ルを用い解析的に求めて最適の受持台数を決定する万法を確立している。
以上のように，本論文は生産の三大要素である材料・人・機械の最適化問題を取扱い，繊維工業はも
とより，他の多くの生産活動における効率化にも寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文と
して価値あるものと認める。
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